
 
平成24年3月期第2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

 
平成24年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 

 
平成24年3月期第2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成23年4月1日～平成23年9月30日) 

 
平成24年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 

修正の理由 
当社グループの、平成24年３月期第２四半期連結累計期間における業績見込みは、平成23年８月10日に公表いたしまし
た業績予想数値に比べて上回る見込みであります。売上高につきましては、今年３月の東日本大震災による影響で、特に
自動車関係のゴム製品の受注が６月まで減少したものの７月以降回復したことや、昨年受注した医療用ゴム製品の新製
品が好調に推移していることにより、前回業績予想数値を上回る見込みであります。利益指標におきましては、売上増によ
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業績予想業績予想業績予想業績予想のののの修正修正修正修正にににに関関関関するおするおするおするお知知知知らせらせらせらせ        

最近の業績動向を踏まえ、平成23年８月10日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● ● ● ● 業績予想業績予想業績予想業績予想のののの修正修正修正修正についてについてについてについて    

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 2,251 38 19 18 3.96
今回修正予想(B) 2,374 58 38 14 3.28
増減額(B-A) 123 20 19 △3
増減率(%) 5.5 54.9 100.6 △17.0
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成23年3月期第2四半期） 2,405 92 64 45 10.03

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利
益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 4,750 168 104 86 18.90
今回修正予想(B) 4,820 202 141 83 18.24
増減額(B-A) 70 34 37 △3
増減率(%) 1.5 20.2 35.6 △3.5
（ご参考）前期実績 
（平成23年3月期）

4,806 161 117 21 4.81

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 1株当たり四半期純
利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 2,224 70 53 50 10.99
今回修正予想(B) 2,330 83 66 54 11.97
増減額(B-A) 105 13 13 4
増減率(%) 4.8 18.8 26.3 8.9
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成23年3月期第2四半期） 2,356 68 40 31 6.84

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 4,650 163 106 94 20.66
今回修正予想(B) 4,730 193 135 92 20.22
増減額(B-A) 80 30 29 △2
増減率(%) 1.7 18.4 27.4 △2.1
（ご参考）前期実績 
（平成23年3月期） 4,716 129 82 2 0.65



る増益効果や生産性改善による利益率の向上により、前回業績予想数値を上回る見込みでありますが、当期純利益につ
きましては、災害による損失や固定資産除却損などの特別損失が発生することから、前回業績予想数値を下回る見込み
であります。 
通期におきましても、平成23年８月10日に公表いたしました業績見込みを修正いたしました。売上高につきましては、照明
向け製品の新製品の受注が好調であることや、医療用ゴム製品の受注が引き続き堅調に推移する見込みである一方、タ
イで発生した洪水の影響による自動車関係のゴム製品の受注見通しが不透明であることから、業績予想数値に対して微
増を見込んでおります。利益指標におきましては、引き続き工場の生産性向上による歩留り改善や原価低減活動の効果
や、海外の子会社の収益が回復傾向にあることから、業績予想数値に対して上回る見込みですが、当期純利益につきまし
ては、第２四半期累計期間と同様の理由により下回る見込みであります。 
 
※上記の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって
予想数値と異なる場合があります。 

以 上


